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い。この当時，私も赤木さんのことを，生物をサンプ
ルとして地球表層環境の変動を探っていらっしゃる先
生だと誤解していたように思います。この勘違いは，
私が生物を環境変動の影響を一方的に受ける受動的で
弱い存在として捉えていたためですが，赤木さんは真
逆の見方で，生物は能動的な風化戦略を持ち，地球表
層の元素循環を牽引する存在であるという，ガイア仮
説を想起させる先鋭的な地球システム科学の構築を目
指されていたのだと思います。
その成果が記された116編の論文や総説，23冊の

著書の内容を紹介するスペースはありませんが，赤木
さんの地球環境観を感じて戴くための一例として炭素
循環を取り上げてみます。地球表層における炭素の循
環系を現在主流の環境学的枠組みで眺めると，生物の
役割は炭素のちっぽけな貯蔵庫か，元素を受け渡す経
路の一つ程度と見なされがちですが，赤木さんの成果
に拠ると「生物（特に珪藻）が生存戦略として周囲の
鉱物を風化させ，エサとして体内に取り込む過程なし
に炭素循環系は成り立たず，地表炭素の約85％を有
する深海域へ炭素を送り込むことも困難になる」こと
がわかります。つまり，地球表層における炭素循環に
おいて，生物は必須のプレイヤーであり，生物がこの
捕食的活動を能動的に展開してきたことで地球表層環
境のバランスが保たれてきたということになります。
しかし，生物が元素循環を担っていることが事実で
も，それが能動的なのか受動的なのかはどのように判
定すれば良いのでしょうか。私は，学会等で赤木さん
の話を拝聴するたびに，このような感覚的な要素をど
のような手法で検証していらっしゃるのか気になって
いました。最近になってこの謎がようやく解けまし
た。2021年半ばから半年間ほどでしたが，私は九州
大学にて赤木ゼミに所属する機会に恵まれました。
様々に工夫が重ねられた珪藻培養装置を囲んで赤木さ
んが学生らと議論なさっている様子を眺めていました
ら不思議な言葉が次々と漏れ聞こえてきました。「斜
長石よりも曹長石の方が美味しいんじゃない」や「こ
れは食べ痕かな」，「お腹が減ったからTEP（透明細
胞外重合体粒子）を出したんでしょう」。このような
会話を耳にしても，現代環境学の呪縛に捕らわれてい
る私の頭では，生物が鉱物を能動的に食べるという解
釈にはなかなか馴染めませんでした。しかし，赤木さ
んの徹底した実証主義から続々と生み出される捕食の
証拠を拝見しているうちに，今ではこの赤木イズムに
心酔するようになりました。この考えを受容すれば現

代の環境問題の本質とその解決法が見えてくるかもし
れません。皆様も是非，近々公表されるであろう赤木
さんによる受賞記念論文をお読みになり，この進取の
地球環境観を堪能して下さい。

 （九州大学　山本順司）

学 会賞：大河内直彦会員（海洋研究開発機構海洋機能
利用部門）
受賞題目：「有機化合物および軽元素安定同位体・放
射性炭素同位体を用いた分子指標開発と地球化学の
開拓」

大河内直彦会員は1995年に東
京大学大学院理学系研究科で博士
を取得後，日本学術振興会特別研
究員として京都大学生態学研究セ
ンターに研究員として在籍し，
1996年に北海道大学低温科学研
究所の助手として採用された後，

1999年に米国ウッズホール海洋研究所の海洋化学地
球化学部博士研究員として3年ほどアメリカ東海岸で
生活されました。その後，2002年に帰国し海洋研究
開発機構で研究されています。大河内会員の研究は，
天然中に分布する多様な有機物を用いて現世および過
去の生物地球化学プロセスを解明することです。これ
までに生体組織を構成する生物指標化合物および機能
性を有する化合物として，クロロフィル，フィコビリ
ン，各種アミノ酸，核酸塩基，補酵素F430などの重
要な分子に着目し，分析法も新規に開発しました。ま
た，同氏の研究対象は地球化学の範疇に留まらず，惑
星科学，気象・気候学，人類学，考古学，生態学，生
理学といった多くの分野に広く及んでおり，他に追随
を許さない分析精度や微量分析技術により，多くの重
要な研究成果を発表してきました。特に，（極）微量
での安定同位体比測定法開発を行い，従来法より2桁
以上少ない窒素・炭素・硫黄量で，ハイスループット
の化合物レベルの同位体比測定を可能としました。そ
の結果，これまで測定不可能であった天然中に分布す
る様々な個別有機化合物レベルの同位体分析に成功し
ました。例えば，1億年以上前の光合成色素起源ポル
フィリンの炭素・窒素安定同位体比の精密測定によっ
て，石油の根源岩でもある白亜紀黒色頁岩の成因につ
いて重要な知見を明らかにしました。これによって，
黒色頁岩が形成された当時，珪藻‒窒素固定シアノバ
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クテリア共生系が主要な一次生産者であり，還元環境
の拡大した海洋から脱窒によって失われる窒素が，窒
素固定によって補われるホメオスタシス的な系が成り
立っていることを明らかにしました。ポルフィリンや
その起源分子であるクロロフィルの同位体研究をルー
チンで実施できるのは世界中で大河内氏の研究室だけ
であり，世界から多くの研究者がJAMSTECの大河
内ラボを訪れ活発に研究を行っています。大河内会員
が米国東海岸で研究されていた時期は，私が西海岸で
研究を行っていたときと重なります。丁度，9.11
ニューヨーク同時多発テロが起こった時でもあり，
メールでのやり取りなどをさせていただいていたのを
覚えています。その後，日本に帰国後も共同研究など
させていただいていますが，研究以外の話では趣味の
ハンドボール（今では観戦のみ）の話になったりギ
ターの話になったりします。研究を離れたところでも
その守備範囲の広さにいつも驚かされます。世界を牽
引される活躍は今後も止まらないのではと，その都度
感じております。

 （東京大学　横山祐典）

奨 励賞：菅原春菜会員（宇宙航空研究開発機構宇宙科
学研究所）
受賞題目：「宇宙における有機分子進化と生命前駆物
質の供給に関する研究」

菅原春菜（すがはらはるな）会
員は，2008年に名古屋大学理学
部地球惑星科学科を卒業され，そ
の後，名古屋大学大学院環境学研
究科地球環境科学専攻博士課程
（前期および後期）に進まれまし
た。名古屋では，三村耕一教授の

ご指導のもと，2014年に博士（理学）を取得・修了
されました。2014年4月から海洋研究開発機構
（JAMSTEC）にポストドクトラル研究員として，横
須賀に来られました。2015年にGeochemical Jour-
nal Awardを受賞されています。
人とのご縁とは，本当に不思議なものです。当時，
菅原さんは，ある寄稿文の中でJAMSTECの研究生
活を次のように述べられています。「学生の頃は，太
古代の生命の痕跡から，彗星や隕石の有機物へと有機
物の進化の歴史を遡るようにして研究して参りました
が，現在はさらに遡って，太陽系が出来る前の原始太

陽系星雲や星間分子雲における有機物の分子進化の解
明に取り組んでいます。
特に，同研究室所属の高野淑識さん，大河内直彦さ

ん，小川奈々子さん，力石嘉人さんとともに星間環境
における窒素含有化合物の分子進化と窒素同位体分別
との関連に着目して研究を行なっています。素晴らし
い同僚，素晴らしい分析技術と分析機器，目の前が
海！の素晴らしい環境に恵まれ，とても楽しく刺激的
な研究生活を過ごしています。」
寄稿文には，毎日ハツラツと“研究現場での化学反
応”を楽しみ，常にイキイキと前進する菅原さんの日
常風景が，活写されています。ここでの研究成果は，
ACS Earth and Space Chemistry誌などに掲載され
ています。

2017年春からは，日本学術振興会海外特別研究員
として，ニース・ソフィア・アンティポリス大学（フ
ランス）でU・メイヤーハインリッヒ教授とともに研
究を進められました。最新の二次元ガスクロマトグラ
フ飛行時間型質量分析計（GC×GC-TOFMS）を用い
て，光学分割分析法の開発に取り組み，星間分子雲に
おける有機物のホモキラリティー発現について研究を
行いました。その研究成果は，Biochimica et Bio-
physica Acta誌などで報告しています。

2019年春に，国立研究開発法人宇宙航空研究開発
機構（JAXA）宇宙科学研究所（ISAS）の特任助教
に着任され，現在に至ります。いま，菅原さんは，世
界初の火星衛星サンプルリターンミッションMMX
（Martian Moons eXploration）に参画され，チーム
一丸となって，2026年度の打上げを目指しています。
はやぶさ初号機，はやぶさ2に次ぐ，太陽系物質科学
の調査研究でもあるMMXでは，火星衛星に含まれる
含水鉱物・水・有機物などを解析するという大きな科
学目標を掲げています（2031年地球帰還を計画）。そ
して，2つの火星衛星の起源や火星圏（火星，フォボ
ス，ダイモス）の進化を理解し，惑星形成の謎の解読
に鋭意挑まれています。
未知の領域への探究とともに，実りあるサイエンス
の開拓を多いに期待しています。

 （海洋研究開発機構　高野淑識）

奨 励賞：小池みずほ会員（広島大学大学院先進理工系
科学研究科）
受賞題目：「分化隕石の局所年代測定に基づく惑星物
質進化の研究」
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